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まえ がき

この講究録は、 1994年 11月 24 $B_{\text{、}}$ 25日の両日、数理解析研究所において行

なわれた研究集会の報告集である。発表件数は 19件であった。各講演者より集会後に

原稿を提出してもらい、講演者の名前のアルファベット順にまとめたのがこの報告集で

ある。内容は代数的半群の研究が 5件、解析的半群に関する研究が 1件、群論および環

論にかかわる研究が 3件、誤り訂正符号に関する研究が 1件、形式言語およびオートマ

トンに関する研究が 6件、ペトリネットに関する研究およびサーベイが 3件であった。

この研究集会は 1989年 3月に開催された共同研究集会「代数的コード理論と関連分

野」 $\text{、}$ 1991年 10月に開催された共同研究集会「代数的コード理論および語の組合

せ論」の継続であった。前 2回の研究集会にくらべて講演件数、 参加者数ともほぼ倍増

しており、 わが国に於けるこの方面の研究の活発化が感じられる。 この分野の研究の振

興への協力に対して、数理解析研究所に感謝したい。

1995年 5月

伊藤 正美
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